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1881年のポグロム分析　（1）

黒　川　知　文

　序

　19世紀後半のロシアにおいて，ユダヤ人による3つの特異た現象が見られ

る。それは，革命運動への積極的な参加，他国とりわけアメリカ合衆国への大

移住，そしてシオニズム運動である。これらの現象をさらに詳しく調べると，

ある1つの事件を契機にして，いずれも開始されたことがわかる。その事件と

は1881年の南ウクライナに発生したロシア民衆によるユダヤ人迫害運動，すな

わちポグロムである。

　ポグロムによって，ユダヤ人のある者は，アメリカ合衆国などの外国に安住

の地を得ようと移住し，また他の者は，故国イスラエルにユダヤ人による国家

を樹立することこそ，迫害からの唯一の解決だと考え，シオニズム運動を展開

した。さらに，ロシアに残存したユダヤ人のとりわけ青年層は，革命によって

自由と権利を得ることこそ唯一の解決だとして革命運動へ積極的に参加したの

であった。

　このように，ロシアのユダヤ社会に対して変化を余儀なくさせたポグロムと

は，いったいどのような事件であったのか，またポグロムに代表されるロシア

における反ユダヤ主義は，どのように生じたのであろうか。帝政ロシアにおけ

る反ユダヤ主義について考察することは，近代ロシアにおけるr民族」の問題

を解明する上でも，また革命以後も存続するユダヤ人間題を解明するためにも

必要である。さらに，文化を異にする民族間の接触問題としても研究する意義

があるといえよう。すなわち，この考察によって，離散したユダヤ人は，なぜ

他民族によって迫害されたかという全世界的現象としてのユダヤ人間題の解明
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の一助となるかもしれたい。

解明の手段としてさしあたって，まずポグロムそのものについて詳しく分析

する必要がある。

　I　全体的状況

　1881年のポグロムに関しては，革命後に出版された，クラーズヌイ・アドモ

二編集のrロシアにおける反ユダヤポグロム史のための史料集（MaTepHa比1

〃H　HcT0pllH　A11THeBpe負。Kllx　norp0M0B　B　PoccHH）』｛1〕に詳しく分析されて

いる。この史料集は大きく2部から成っている。第1部は，ポグロムに関する

地方政府の報告書であり，1881年5月15日から同年11月末までに集められたも

のである。ポグロム直後に集められた貴重な史料といえる。第2部は内務大臣

であった11．H．クタイソフ伯の実地調査報告である。これはポグロムが発生

した地方での会見書己録，警察の調査記録，電報などから成っている。これらの

貴重な言己録によって，ポグロムの発生日と発生地，加害者，被害状況そして趨

勢などから全体的状況をとらえたいと思う。（以下この史料集をr史料集』と

表記する。）

　1．　発　生　目

　1881年のポグロムは，3月1日のアレクサンドル皿世暗殺事件の1か月半後

に発生している。第1表は，その発生日を示す。郡と市に区分した場合，31箇

所で発生したポグロムは，4月15員にエリサヴェトグラード市に始まり，アレ

クサンドル郡へ移り，5月8日までの約1か月間に，24箇所で発生したことに

なる。その後1か月を経て6月12日にベレヤロスラフ郡とポリスポリ市，6月

30日にベレヤロスラフ市，1か月後にネジン市，ネジン郡，オステル郡に発生

している。このように，初めの1か月でほとんどのポグロムが発生し，その後

は単発的に限られた地方で発生したにすぎないといえる。

　これらのポグロムには，同じ目に発生だしものが少なくない。たとえば，4

月17目にはエリサヴェトグラード郡とアナニエフ郡のゴルタ村，4月26目には

キエフ市，アナニエフ市，ペレソフカ小市ω，5月1目にはアレタサンド目フ



第1表

％161島202224262830％4681012141618202224262島30％4681012141618202224262呂ヨO％468101214雌1呂20222
1キシ二目フ’一市

2　ヴミロー手スクオヲレトi手

3　7レクサントロコスタ市

4　アレタサンド1」ア郡

5　パヴログラード郡

6キュ7市
7キ　ェ　フ　郡

8ヴァシリコフ市郡

9又　メ　一　ラ
lo　ジ　メ　リ　ン　カ

11ベレヤロスラフ市

12ボ■」スポり
13ベレヤロスラブ郡’

14オレホフ市
15ペルチャシスク郡

工6メリトーポー」郡

17　工＝」サヴェ｝グラード市

18エ1」サヴェ十グラ■ト郡

19ニコラーエフ市

20チラースポ1』郡

21アレクサンドル郡

22アナニエフ郡

23アナニエフ市

24ベレソフカ
25ゴ　　ル　　タ

26オデッサ市
27コノトプ市一
2宮コ．ノトプ郡

2日ネージ　ン　市

30ネ　ジ　ン　郡

3Iオステル郡

H

伸

一

＾

H
H

一
〇〇

彗

肯
θ

先

、
何

ト

ゆ
専

一

昌



20 一橋研究　第6巻第3号

ズク市，メリトーポリ郡，ニコラーエフ市，チラースポリ郡，さらに5月3目

にはアレクサンドリア郡，パヴログラード郡，スメーラ小市，オデッサ市，5

月4日には，ヴォローチスク・オクレトノスチ小市とオレホフ市でポグロムが

発生している。また6月以後に発生したベレヤロスラフ郡とボリスポリ市も6

月12日，ネジン市，ネジン郡とオステル郡も7月20目になっている。31箇所の

うち20箇所，すなわち64％が同じ日に発生したことになる。

　次に発生した期間を調べると，1日で終結したのが最も多く12箇所になる。

それらはキシニ目フ市，アレクサンドロフスク市，パヴログラード郡，キエフ

郡，ヴァシリコフ市，ヴァシリコフ郡，ポリスポリ市，ベレヤロスラフ郡，ニ

コラーエフ市，チラースポリ郡，ペレソフカ小市，ゴルタ村，コノトプ市など

である。2日間続いたのが次に多く8箇所にのばる。それらは，キエフ市，ス

メーラ小市，ベレヤロスラフ郡，ベルヂャ：／ズク郡，エリサヴェトグラード

市，アナニエフ市，コノトプ郡，ネジン市などである。3日で終結したのがヴ

ォローチスク・オクレトノスチ小市，ジメリソカ小市，ベレヤロスラフ市の3

箇所。4日間はアレクサンドリア郡。5日間はエリサヴェトグラード郡とオデ

ッサ市。最も長期間発生したのはアナニエフ郡の12日間であった。これらから

明らかなように，発生期間は郡部の方が都市部よりも長い。しかし郡部の場

合，同一箇所の発生期間を示したわけではない。たとえば最も長期間発生した

アナニエフ郡では，ロマノフカ小市，ガソドラブル村，ザヴァトフカ村，チェ

ワツロヴォ村，シロチンカ村，ストルコパ村などでポグロムが発生しており，

全箇所のポグロム終結までに12日間を要したことにすぎない。

　これら一連のポグロムは，4月15日にエリサヴェトグラード市を起点として

発生したがこの週はロシア正教の大祭である復活祭の週にあたる。1881年の復

活祭は4月13日でありその後1週間が光明週間と呼ばれる復活祭の週であっ

た。この週に，エリサヴェトグラード市，アレクサンドル郡，アナニエフ郡，’

ゴルタ村，エリサヴェトグラード郡，キシ二目フ市でポグロムが発生してい

る。

　以上，発生日からわかることは，第一にポグロムのほとんどは，4月中旬か

ら5月中旬までの1か月間に集中して発生しており，しかも同じ日に発生した
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ものが多いこと，第二に，それらはいずれも1－2目で終結していること，第

三に，起点となった初めの6箇所におけるポグロムは，復活祭の週に発生した

こと，などである。

　次に発生地について見ることにする。

　2．　発　生　地

　第1図は帝政期のポグロム発生地を示す。最初のポグロムは，1871年にオデ

ッサ市で発生しているが，これはユダヤ商人とギリシア商人との対立であっ

た。その後のポグロムはいずれも定住地域｛3〕内を中心に発生したことがわか

る。このうち1881年のポグロムは，すべて定住地域内に発生しており，しかも

南ウクライナ地方に集中している。このためユダヤ人作家は，1881年のポグロ

ムをr南部の暴風」と呼んでいるω。郡と市に区分した場合の1881年のポグロ

ムを地図に示したのが第2図である。これを見ると，発生地は南ウクライナ地

方でもドニエプル川沿いの平野部に集中していることがわかる。ただし，ヴォ

ローチスク・オクレトノスチ小市とジメリンカ小市は山地に位置する。しかし

第3図からわかるように・これらは鉄道沿いに位置していた。他の発生地のほ

とんども，鉄道沿いに位置していた。したがって，鉄道によってポグロムに関

する情報が互いに流れやすかったことが推察できる。

　さて，これら31箇所のポグロム発生地と発生111頁との関係を示したものが第4

図である。これを見ると，同時発生地はいずれも近接していることがわかる。

発生地を発生11噴によって便宜上4つの地域に区分すると以下のようになる。第

1グループは，ドニエプル川西のヘルソン県を中心とする地域。この地域が起

点とたる。第2グループは，キエフ県を中心とする地域。第3グループは，第

1グループの東側のエカチェリノスラフ県とタヴリーダ県を中心とする地域。

そして第4グループはキエフ県に隣接するポルタヴァ県である。第4グループ

では，6，7月に発生したために，これを除いて考えると，ポグロムは，ドニ

エプル川西地域に始まり，北のキエフに移り，南下してドニエプル川東地域に

至り，1か月後に一応終結したことになる。

　ポグロム発生地を郡と市に区分すると31箇所になるが，これをさらに詳しく
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分類したのが第2表である。これを見ると，ポグロム発生地は212箇所であり，

そのうち43．4％の92箇所が教会のある村ω〕，31．1％の66箇所が教会のない朴ω

であった。都市部の市と小市とは，合計しても17．5％の37箇所にすぎない。発

生地は村が中心であり，74．5％を占める。

　以上，発生地からわかることは，第一に，ポグロムは南ウクライナの定住地

域内，それも平野部の鉄道沿いに集中的に発生していること，第二に，発生順

から発生地は4グループに分類できること，第三に，都市よりも村落を中心と

してポグロムは発生していることなどである。

　3．加　害　者

　ポグロムの加害者に関してはr史料集』には調査されていたい。しかし逮捕

者調査によって推察することができる。第3表は，ポグロム後に逮捕された者

の身分を示す。身分が判明した5，186人の逮捕者のうち，農民は半分の46．2％

で2，395人であった。次が町人で23．6％，兵士ωは13．5％であった。農民，町

人，兵士はほとんどの箇所に見られるが，コサック，鉄道労働者，聖職者は限

られた地域に見られる。すなわち，コサックはキエフ近郊の都市，鉄道労働者

は鉄道駅のある箇所，聖職者は都市に見られる。

　逮捕者に関する職業分析は，以下の8箇所についてなされている。

（1）キエフ市一判明した313人のうち，雑役人夫67人，日雇42人，石工23人，

　大工19人，門番17人，駆者14人，土方11人，靴工10人，鍛治工10人，農業9

　人，商業8人，家具師8人，漆喰工7人，錠前屋6人，ペンキ星6人，ブリ

　キ職5人，料理人5人，調理士4人。

12）ジメリソカ小市一判明した99人のうち鉄道従業84人，商業8人，農業6人，

　地主1人。

（3）アナニェフ市一判明した118人のうち，農業65人，雑役人夫26人，日雇10

　人，職工（親方）8人，商業6人，召使1人，音楽士1人，家主1人。

14）アナニエフ郡一判明した321人のうち，農業162人，雑役人夫80人，職工

　（親方）23人，日雇17人，商業16人，二召使11人，職工（徒弟）5人，写字生

　4人，製粉業1人，音楽士1人，家主1人。
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第3表逮捕者の身分別分類

キシニ　ョ　フ市
ヴォロチスク・
オク　レ　トノスチ
アレクサンドロフスク市

アレクサンドリア郡

パヴログラrド郡
キ　　ェ　　フ　　市

キ　　ェ　　フ　　郡

スメーラ小市
ジメリン・カ小市
ベレヤロスラフ市

ボリスポリ小市
ベレヤロスラフ郡

オ　レ　ホ　フ　市

ベルデャシスク郡

メリトーポリ君晴

エリサヴェトグラード市

エリサヴェトグラード郡

ニコラーエフ市

チラースポリ郡
アレクサンドル郡
ア　メ　ニ　エ　フ郡

アナニェ　フ市
ベレソフカ小市
ゴ　　ル　　タ　　村

オ　デ　ツ　サ　市

コ　ノ　ト　プ　市

コ　ノ　ト　プ　郡

計（％）

農民
2

　0

65

492

　0

202

179

72

12

　3

46

102

57

72

177

85

　9

15

80

124

　5

40

26

453

50

27

2395
（46．2）

町人
16

　0

34

2

　0

81

　9

11

33

　1

　0

22

　0

　1

181

　5

28

　0

　4

166

92

64

10

366

8

57

1224
（23．6）

兵士
2

　0

11

　5

　0

71

15

14

　6

　1

11’

　0

　1

　2

130

　6

　9

　0

　0
40

20

16

　3

312

　8

17

700
（13．5）

コサック

（3．6）

鉄道
労働者

0

22

10

0

15

0

0

（84）

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

131
（2，5）

聖職者

（O．3）

※計

　27

　22

130

507

　ユ5

377
（379）

233
（315）

　99

　67
　王8
（150）

　119
（147）

　124

　58

　75
　（91）

607

　96

　47
　（59）

　ユ5

　87
337

118

123

　42
1270

（1581）

128

245

5186

※（）内数字は非判明分を加えた数になっている。また計にはその他の人数もふ

　くまれている。

　　　　　　　　　　　　　　　MaTePHa皿H・，cTP．531－541から作表
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第4表被害者の身分別分類

発　　生　　地

ヴォ　ロ　チスク・
オク　レトノスチ
アレクサンドロフスク市

アレクサンドリア郡

パヴログラード郡
キ　　ェ　　フ　　市

キ　　ェ　　フ　　郡

タァシリコフ市・郡

スメーラ小市
ジメリンカ小市
ボリスポリ小市
ベレヤロスラフ郡

ベルデャシスク郡

メ　リ　トーポリ郡
’エリサヴェトグラード市

エリサヴェトグラード郡

チラースポリ郡
アレクサンドル郡

オ　デ　ツ　サ　市

コ　ノ　ト　プ　市

コ　ノ　ト　プ　郡

オ　ス　テ　ル　郡

計（％）

町人

39

55

5

513

487

1902
（70，4）

商人

12

21

1

157

15

　9
　5
　1（地主）

　6
　1（地主）

　40

　28

　2
　0

　21

　1

　620
（23．O）

入植者

0

147

0

0

0

　15θ
（516）

兵士

3

0

0

85

8

　127
（417）

農民

　17（O．6）

29

※計

　（37）

　54
　243

　　6

　808
（896）

　516
（865）

（30）

（800）

　178

　nO（l12）

　1O（77）

　33

　4　（8）

　4ユ3
（1233）

　33（42）

　5
　30
（417）

　90（97）

　81
（87）

2701
（3885）

※（）内数字は非判明分を加えた数になっている。合計にはその他の人数も含ま

れている。

　　　　　　　　　　　　　MaTePHa』H・、cTP．531’541から作表



被害額（ルーブル）

発生箇所　　、＼

アレクサンドロフスク市

キ　　ェ　　フ　　郡．

キ　　ェ　　フ　市

ヴァシリコフ市・郡

ジメリンカ小市

ボリスポリ市
オ　レ　ホ　フ　市

エリサヴェトグラード市

コ　ノ　ト　プ　市

コ　ノ　ト　プ　郡

計

O～100

7

418

279

2

81

10

26

216

20

’32

1091

24．9

第5表被害額別の被害．者数

101～500

18

631

282

22

54

60

35

421

45

24

1592

36．4

501～1000

5

249

109

2

19

13

11

199

5

15

627

14，3

1001～3000

586

13．4

3001～5000

136

3．1

5061～10000

216

4．9

10000～

177

2．7

計

44

1674

889

30

178

101

87

118垂

97

81

4375

100．0

MaTePHa皿bL，cTP．531－541から作表

さ
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（5）ベレソフカ小市一判明した123人のうち，農業41人，雑役人夫43人，召使

　6人，職工（徒弟）5人，職工（親方）5人，商業4人，写字生2人。

（6〕ゴルタ村一判明した42人のうち，職工（親方）11人，雑役人夫10人，日雇

　7人，農業5人，商業4人，召使4人，写字生1人。

（7）エリサヴェトグラード市一判明した499人のうち，雑役人夫102人，日雇87

　人，農業75人，職工34人，召使33人，商業10人，放蕩人6人。

（8）アレクサンドル郡一判明した87人のうち，農業80人，職工5人，雑役人夫

　2人。

　これら8箇所での判明分総数1，602人のうち，農業従事者が仏3人で27．7％，

雑役人夫が330人で20．6％，職工（親方と徒弟）が167人で10．4％，日雇が146

人で9，1％となる。ポグロム加害者のほとんどは，農民と町人，それも雑役人

夫や職工，日雇などの下層労働者であったことがわかる。

　さらに逮捕者の出身地調査が以下の3箇所においてなされている。

（1）アレクサンドロフスク市一逮捕者65人の農民のうち，同県出身者は20人，

　他県出身者は45人（主な出身地は，クルスクが13人，カトシスクが5人，オ

　ルロフ4人，リャザン2人）。逮捕された34人の町人のうち，同県出身者は

　20人，他県出身者は14人。

（2）エリサヴェトグラード市一逮捕された177人の農民のうち，同県出身者は

　72人，他県出身者は105人。逮捕された181人の町人のうち，同市出身者は69

　人にすぎない。

13〕キエフ市一逮捕された202人の農民のうち，同県出身者は81人，他県出身

　者は121人（主た出身地は，チェルニゴフ36人，カルジスク26人，スモレン

　ズク14人，モギレフ13人）。逮捕された81人の町人のうち，同県出身者は42

　人，他県出身者は39人（主な出身地は，チェルニゴフ19人，モギレフ5人，

　ミンスク4人）。

　これらから明らかなように，都市におけるポグロム加害者の半分以上は他県

出身者であった。これは，彼らがポグロム時に都市に集まったからではない。

たぜたら当時鉄道は民衆によってあまり利用されていたかったからである㈹。

彼らは地方からの出稼ぎ労働者であった。出稼ぎ労働者として都市に集中して
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働いていたために，都市でのポグロム逮捕者調査の中で特に分析されたと考え

られる。

　逮捕者の宗教調査もいくつかの箇所でなされている。ベレヤロスラフ市とエ

リサヴェトグラード郡における逮捕者は，すべてキリスト教徒（ロシア正教徒）

と記されている。またエリサヴェトグラード市では，逮捕者607人のうち，ロ

シア正教徒が562人，ユダヤ教徒38人，ルター派教徒4人，カトリック教徒2

人，回教徒1人となっている。さらに興味深いことは，アレクサンドル郡とア

ナニエフ市における調査である。アレクサンドル郡においては，逮捕者81人の

うち，ロシア正教徒が29人，古儀式派信徒ω23人，無司祭派信徒α0〕16人，唯一

信仰派信徒‘11〕16人，ルター派信徒3人となっている。アナニエフ市において

は，逮捕者118人のうち，ロシア正教徒113人，古儀式派信徒4人，ユダヤ教徒

1人となっている。ロシア正教の中でも急進的なセクトである古儀式派，無司

祭派などの信徒が，加害者であったことがわかる。

　以上ポグロム加害者についてわかることは，第一に加害者は身分では農民が

半数を占め，町人は2割であったこと，第二に，職業では農業，雑役人夫，手

工業者，日雇だとが大半を占める下層労働者であり，特に都市においては，地

方からの出稼ぎ労働者が半数以上を占めていたこと，第三に，彼らはロシア正

教徒であり，地域によっては急進的なセクトが積極的にポグロムに参加してい

たこと，などである。ここで，身分では農民が半数以上を占めるが，職業とし

て農業従事者が少ないことに気づく。これは農民の中に，出稼ぎ労働者として

都市で働く者がいたことの結果だと考えられる。

　4．被　害　状　況

　ポグロム被害者と被害額についてもr史料集』に地元警察の調査記録にある

ため，それをもとにして分析する。第4表は，被害者の身分を示す。これは，

ポグロム発生地31箇所のすべての記録ではないが，全体的状況は推察できると

思う。被害者総数は3，985人，うち判明した2，701人の70．4％はユダヤ町人，

23．0％はユダヤ商人であった。ユダヤ入植者はアレクサンドリア郡に，兵士は

特にキエフ市に見られるが，ユダヤ農民はO．6％であり，ほとんど見られない。
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ベレヤロスラフ郡とメリトーポリ郡においては，ユダヤ地主が被害にあってい

るが，いずれもごく少数であった。都市においても農村においても，ユダヤ町

人が圧倒的に多いといえる。

　被害者の職業調査は，ジメリンカ小市だけになされている。そこにおいて，

178人の被害のうち，商業76人，手工業62人，給仕20人，雑役人夫18人，ラビ（12〕

2人とたっている。加害者と同様に，下層労働者がかなり見られる。

　これらのユダヤ人が富裕階級に属するか下層階級に属するかは，第5表を見

るとわかる。これは被害にあったユダヤ人の被害額による分類である。申し出

た者だけを対象にし，しかもその被害額は実際よりも高かったことが考えられ

るが，以下のことがこの表からわかる。被害額が500ルーブルまでが61．3％，

1，000ルーブルまでとすると75．6％どたり，被害額にあったユダヤ人は，決し

て富裕階級ではなかった。このことはエリサヴェートグラード市のユダヤ人有

力者がクタイソフ伯にあてた文書にr襲撃されたのは，ユダヤ人の最も貧しい

層，職人，験者，音楽士，雑役人夫であった」とあることからもわかる。

　ユダヤ人の受けた被害内容については，以下の7箇所に記録されている。

（1〕エリサヴェトグラード市一破壊された家屋418軒，商店290軒。

　　アレクサンドル郡一破壊された家屋6軒，商店11軒。

　　アナニエフ郡一破壊された家屋390軒，商店9軒。

　　アナニエフ市一破壊された家屋196軒。

　　ペレソフカ小市一破壊された家屋162軒，商店71軒。

　　ゴルタ村一破壊された家屋19軒，商店21軒。

　　ネジソ郡一破壊された家屋11軒。

　合計すると家屋が1，202軒，商店が402軒となり，家屋の方が商店よりも多く

破壊されたことにたる。また，ユダヤ人を殺害した記録は，ネジン市だけにあ

り，11人であった。

　以上，被害状況からわかることは，第一に被害があったのはユダヤ町人が圧

倒的に多く，次にユダヤ商人であったこと，しかも彼らは下層民で、あったこ

と，第二に，破壊されたのはユダヤ人家屋と商店であり，ユダヤ人殺害はほと

んど見られないこと，たどである。具体的にポグロム時にどのような破壊活動
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がなされたかについては，個々のポグロム史料にふれて考える必要がある。

　5．趨　　　勢

　これまで発生日，発生地，加害者，被害状況などについて分析し，ポグロム

の全体的状況を考えてきたが，次にポグロムの趨勢について調べることにす

る。第6表は，趨勢を知る手がかりとして，被害額の時間的推移を示したもの

である。これを見ると，被害額は時とともに減少していることがわかる。すな

わち，最初のエリサヴェトグラードのポグロムにおいては，被害額は190万ル

ーブルで最高であるが，その後減少しており，キエフ市，キエフ郡の被害額は

たしかに多いがエリサヴェトグラード市の半分にもみたない。コノトプ市，ア

レクサンドリア郡においては，さらにキエフ市，キエフ郡の半分にもみたな

い。最初のポグロムが発生して三週間後のペルチャソスク郡のポグロムまでの

グラフは，ポグロムの規模が時とともに小さくなっていることを示している。

　以上のように，ポグロム全体の趨勢は，時の経過とともに弱まる傾向にあっ

たといえる。

　6．結　　　論

　ポグロムの全体的状況をこれまでの分析によってまとめると，．以下のように

なる。

一　発生目からわかることは，アレタサソドル二世暗殺事件の1ケ月半後の復

　活祭の週にポグロムは発生しており，1ケ月でほとんど終結していること，

　また同じ目に発生した箇所が多く，継続期間は平均して1，2日間であった

　こと，などである。

二　発生地は，南ウクライナの定住地域内，しかも平野部，鉄道沿いに集中し

　ている。また発生順から4グループに区分できるが，全体的には都市よりも

　村落に多くポグロムは発生した。

三　ポグロム加害者は，ロシア農民と町人，それも下層労働者が多く，特に都

　市においては，その半数以上は地方からの出稼ぎ労働者であった。さらに地

　域によっては，ロシア正教の急進的セクトがポグロムに参加した。



第6表

。（ルーブル）

1　エ■」・サウェトグラートー市

2　アレクサンドル郡

3　ユ1』一サヴェ中グラード郡

　アナニエ7君睡

　ゴ　ル　タ
4キシニョフ市

5キエフ市
　アナ’ニエフー市

　ペレソフカ

6キエフ郡
　ジメリンカ
7　ヴァシリコフ市郡

　コノトプ市」

　コノトプ郡
8　アレクサンドロ7ズク市

　メリトーポー」郡」

　ニコラーエフ’市

　チラースポリ郡

9　アレクサンドリア郵一

　パヴログラードー郡．

　ス　メ　ーラ

　オデッサ市
10　ヴ吉ローチスタオフレトロチ

　オレホフ市
1エベルチャン・ズク郡・

12ポリ又ポリ
　ベレヤロスラフ郡

13ベレヤロスラフ市

14・ネジン市

　ネジン郡
　オスーテル．郡一
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四　被害者はユダヤ町人，商人であり，それも下層民であった。彼らは，家屋

　や商店を破壊されたが，ほとんどの場合殺されなかった。

五　ポグロム全体の趨勢は，時の経過とともに弱まる傾向にあった。

　以上の緒論によって，ポグロムの全体的状況をある程度把握することができ

る。しかし，発生直前の状況はどうであったのか，何をきっかけとして発生し

たのか，また破壊活動そのものはどのようなものであったのか，警察はそれに

対してどのような態度を取ったのか，などの疑問については，個々のポグロム

をさらに詳しく分析しなければわからない。そこで次に，ポグロムそのものの

状況を分析する。

（註）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

　この史料集は1919年に初版が出され，その後1923年にそれを補うものとして第

2版が出されている。ここでは第2版を使用した。以下MaTepHa皿Hと略す。

　ロシア語MeCTe“Oの訳。東欧・ロシアに世紀以後発達したユダヤ人共同体

のことであり，人口は2万人までを有す。

　英語ではPale　Settlm㎝t。ロシア語ではHepTa　Oce川。cTH。日本語では定

訳がなく・以下のように訳されている。r定住区域」（r近代ロシアにおけるユダ

ヤ人およびユダヤ人問題」原曄之著），r居住地の枠」（rユダヤ人の歴史』ロス著，

長谷川訳），「制限地域」（『武装せる予言者トロツキー』ドイツチャー著，囲申

訳），r居留境界線」（『19世紀ロシアの作家と社会』ピンダリー著，川端訳），「居

留地」（『ロシア・アナキズム全史』アヴリッチ著・野口ヨ訳）・「定住境界」（『ユダ

ヤ民族史』エディンゲル著，石田訳）。原氏の訳が適するように思われるが，そ

の領域が広いために，区域とするよりも地域の方が妥当だと考えられる。そこで

私は「定住地域」と訳した。エカテリナ2世によって制定されたユダヤ人の居住

地域のことである。1772年8月16日から1795年にかけて完成された。面積約百万

平方キロメートルに及ぶこの地域は・ロシアにおけるいわぱゲットーであった。

　S・エディンゲル著，石田友雄訳，rユダヤ民族吏』第5巻，258頁。昭和53年，

六興出版。

　ロシア語Ceハ0の訳。

　ロシア語＾epeBH兄の訳。

　この場合，退役兵士・予備兵士，また兵士の家族も含まれる。

　R・ピンダリー著川端香男里訳，r19世紀ロシアの作家と社会』・88頁・昭和

46年，平凡杜。

　17世紀の二一コン宗教改革に反対したロシア正教徒の一派。後に無司祭派と司

祭派とに分かれた。ロシア語では。Tapoo6pH川e肌。
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（1O）古儀式派から分かれた一派。司祭派（mu0則e肌）よりも急進的であった。ロ

　　シア語では6e3nom則e肌。

（11）　ロシア語ではe且㎜o日epe叫。古儀式派の一派であるが，詳細は不明。

（12）ヘブル語では□苧コ。文字通りの意味は「私の教師」。ユダヤ教教師のこと。

（13）　　ハ＾aTepHaハI〕一，cTp・227。

　　　　　　　　　　　　　　（筆者の住所：香川県木田郡三木町池戸2704－8）


